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第２回定例会
町政を問う！ 一般質問

今後も早期の気づきと対応及び必要な
支援につなげる体制づくりに努める

（
１
）
一
人

暮
ら
し
や
高

齢
者
世
帯
へ
の
支
援
方
法
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
見
守
り

安
心
事
業
や
給
食
サ
ー
ビ
ス

等
の
在
宅
福
祉
サ
―
ビ
ス
を

実
施
し
、
定
期
的
な
訪
問
や

配
食
時
の
声
か
け
を
通
じ
て

安
否
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
在
宅
支
援
係
の
職

員
が
必
要
に
応
じ
て
訪
問

し
、
状
況
の
把
握
や
関
係
機

関
と
連
絡
を
図
り
、
緊
急
性

の
あ
る
場
合
に
は
医
療
機
関

や
家
族
、
関
係
機
関
と
連
絡

町長

町
長

町
政
執
行
方
針
の
中

で
、
高
齢
者
福
祉
に

つ
い
て
「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
、
見
守
り
、
日
常
生

活
を
支
え
る
各
種
の
充
実
に

取
り
組
む
」
と
あ
る
が
、
次

の
２
点
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

（
１
）
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
世
帯
の
方
が
体
調
を
崩
し

た
と
き
、
町
と
し
て
ど
の
よ

う
な
助
け
の
手
を
差
し
伸
べ

る
こ
と
が
で
き
る
か
が
大
事

で
あ
る
。
町
と
し
て
具
体
的

な
方
法
を
考
え
て
い
る
か
伺

う
。

（
２
）
高
齢
者
等
が
心
配
ご

と
を
相
談
で
き
る
の
が
民
生

委
員
だ
と
思
う
。
最
近
、「
自

分
の
町
内
会
の
担
当
民
生
委

員
を
知
ら
な
い
」、
と
の
声

を
聞
く
。
町
内
会
の
総
会
な

ど
の
時
に
、
担
当
の
民
生
委

員
を
紹
介
し
、
町
内
会
員
と

民
生
委
員
の
顔
合
わ
せ
を
し

て
、つ
な
が
り
を
作
る
な
ど
、

相
談
し
や
す
い
関
係
を
作
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

問

中河議員の
一般質問全編

高齢者福祉の充実への
　　　　　　　取り組みは

を
取
り
合
い
な
が
ら
対
応
す

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
今

後
も
早
期
の
気
づ
き
と
対

応
、
必
要
な
支
援
に
繋
げ
る

体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

（
２
）
町
内
会
員
と
民
生
委

員
と
の
繋
が
り
や
相
談
し
や

す
い
関
係
づ
く
り
に
つ
い

て
、
民
生
委
員
は
、
地
域
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

高
齢
者
の
見
守
り
、
相
談
支

援
を
担
う
、
地
域
に
と
っ
て

重
要
な
存
在
で
あ
る
。
相
談

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
は
顔
の
見
え
る
関
係
づ

中河 つる子　議員

く
り
が
必
要
で
、
こ
れ
ま
で

も
民
生
委
員
自
身
の
担
当
地

区
に
お
け
る
家
庭
訪
問
、
町

広
報
紙
へ
の
名
簿
掲
載
で
周

知
に
努
め
て
き
た
が
、
地
域

に
よ
っ
て
は
担
当
の
民
生
委

員
が
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い

な
い
と
の
声
が
あ
り
、
今
後

は
町
内
会
等
か
ら
の
要
望
に

応
じ
て
紹
介
の
機
会
に
対
応

で
き
る
よ
う
町
民
生
委
員
協

議
会
と
協
議
し
て
い
く
。
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（
１
）
令
和
８
年
度

一
般
会
計
予
算
が

１
０
０
億
円
規
模
に
迫
る

中
、
基
金
の
繰
り
入
れ
に
よ

る
財
源
確
保
が
恒
常
化
し
て

い
る
。物
価
高
騰
が
続
く
中
、

町
長
が
「
最
優
先
」
と
掲
げ

た
生
活
の
安
定
に
向
け
た
支

援
策
に
つ
い
て
、
こ
の
１
年

間
の
具
体
的
な
総
括
と
客
観

的
な
評
価
、
そ
れ
が
新
年
度

の
予
算
編
成
に
ど
う
反
映
さ

れ
た
の
か
を
伺
う
。
ま
た
、

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
継
続

に
よ
り
将
来
負
担
が
増
大
す

る
今
、
私
が
継
続
し
て
求
め

て
い
る「
５
カ
年
財
政
推
計
」

の
策
定
状
況
と
、
次
世
代
へ

の
責
任
あ
る
財
政
運
営
に
つ

い
て
の
認
識
を
伺
う
。

問

令和８年度執行方針における「施
策の優先順位」と「町民幸福度」
の整合性

物価高騰対策を優先しつつ、財政見通し
を踏まえ持続可能な運営を図る町長

生
活
支
援
に

つ
い
て
は
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発

行
や
低
所
得
者
世
帯
へ
の
給

付
、
子
育
て
・
福
祉
分
野
の

充
実
な
ど
、
物
価
高
騰
の
影

響
を
最
小
限
に
抑
え
る
べ
く

優
先
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
。財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

大
型
事
業
の
本
格
着
手
に
合

わ
せ
、
令
和
８
年
度
中
に

「
中
期
財
政
収
支
の
見
通
し
」

を
策
定
・
公
表
す
る
。
将
来

の
財
政
弾
力
性
を
維
持
し
つ

つ
、
必
要
な
投
資
と
基
金
残

高
の
均
衡
を
適
切
に
図
り
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
自
治
体

経
営
に
努
め
て
い
く
考
え
で

あ
る
。 町

長

田村議員の
一般質問全編

多
様
な
意
見
を
聴
取
し
、
議
論
を
尽
く
し
た
上
で
、
最
終
的
に
は
民
主

主
義
の
ル
ー
ル
で
意
思
決
定
を
図
っ
て
い
く
こ
と

町
長

施
策
の
決
定
プ
ロ

セ
ス
は
、
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
の
理
念
に
基

づ
き
、
透
明
性
を
確
保
し
、

専
門
知
見
か
ら
若
手
職
員
ま

で
多
様
な
声
を
等
し
く
尊
重

す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。

特
に
町
名
変
更
の
よ
う
な
重

大
施
策
に
お
い
て
、
町
長
が

考
え
る
「
自
治
の
あ
り
た
い

姿
」
と
は
何
か
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
は
賛

同
す
る
が
、
最
前
線
で
働
く

職
員
や
町
民
に
対
し
、
当
た

り
前
の
こ
と
を
正
し
く
誠
実

に
進
め
る
役
場
組
織
で
あ
る

べ
き
だ
。
住
民
説
明
会
で
の

厳
し
い
意
見
を
ど
う
受
け
止

め
、
今
後
の
施
策
運
営
に
反

映
さ
せ
る
の
か
、
町
長
の
真

意
を
伺
う
。

問

組
織
運
営
に

お
い
て
は
、

若
手
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
活
用
や
各
部

課
間
の
情
報
共
有
を
密
に

し
、
現
場
の
課
題
や
柔
軟
な

発
想
を
適
時
政
策
に
反
映
さ

せ
る
な
ど
、
組
織
全
般
で
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
の
意
見
反
映
を

推
進
し
て
い
る
。

　

町
名
変
更
等
の
重
大
施
策

に
つ
い
て
も
、
説
明
会
等
で

頂
い
た
様
々
な
ご
意
見
を
真

摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。
私

に
と
っ
て
の
「
地
方
自
治
」

と
は
、
多
様
な
立
場
の
方
々

か
ら
広
く
意
見
を
聴
取
し
、

議
論
を
尽
く
し
た
上
で
、
最

終
的
に
は
民
主
主
義
の
ル
ー

ル
で
あ
る
多
数
決
等
に
よ
っ

て
意
思
決
定
を
図
っ
て
い
く

こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
透
明
性
の
高
い
プ
ロ
セ

ス
を
経
て
、
町
民
の
幸
福
度

町
長

向
上
に
繋
が
る
施
策
を
誠
実

に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。
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長
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考
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自
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あ
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た
い
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」
と
は
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